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● 令和元年１２月３日（火）には、第３回ふくしま外国語教育推進リーダー協議会が開催されました。午前

中は、県内１４名の小学校英語専科教員である推進リーダーが、力を入れて取り組んだ今年度の授業実践を

互いに紹介する機会となりました。これまで、各域内の授業公開の際には、他地区や中学校などから、多く

の先生方に参加していただいたことにより、新学習指導要領の理念に則った授業づくりの具現化に向けて、

深い協議をすることができているとのことです。また、中学校の先生方からのあたたかくも鋭い意見も頂き、

実践的な小中連携が推進されているとの報告でした。 

 

● 午後には、文部科学省から小学校英語を担当している直山木綿子 

（なおやま ゆうこ）先生（国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部  

教育課程調査官 及び 学力調査官 並びに 初等中等教育局 視学官）をお招きし、小学校 

では次年度から全面実施される新学習指導要領に関する「学習評 

価」の在り方について、理解を深めました。この場には、上記の推 

進リーダーの他、各教育事務所の担当指導主事及び県内 59 市町村 

の担当者（任意参加）など、県内の多くの担当者が揃いました。 

 

● 講演とその後の質疑応答などの中で、特にポイントとなったことを以下に整理します。（全て、現時点での情報です） 

・ 評価について、いわゆる「参考資料」と呼ばれているものは、「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料

（以下、参考資料という）」として、今年度中に配布されること。 

・ その参考資料は、以下のような骨子になっていること。 

第１編 総説  第１章 平成 29 年度改定を踏まえた学習評価の改善 

          第２章 学習評価の基本的な流れ 

第２編 各教科等における「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順 

          第１章 国語・・・第 10 章 外国語 

第３編 第 3 編単元(題材)ごとの学習評価について(事例) 各教科･･･外国語 

 

・ 国は、例として学年ごとの目標と５領域の目標をつくるので、新学習指導要領にも記載されているとおり、各校で参考資料

を基に、学年ごとの目標などを準備すること。 

・ 指導と評価は表裏一体なので、授業をしっかりやれば、学習評価について過度に恐れる必要はないこと。 

・ 十分に指導してから「記録に残す評価」をするので、単元の１～２時間目などでは、「記録に残す評価」はしないこと。（な

お、３観点×５領域＝１５個の評価情報については、学年末に評価を総括し、指導要録に記載する際に全ての評価情報が揃っ

ていればよく、単元ごとに、全ての領域・観点について記録に残す評価を行う必要はない。ただし、各単元において、３観点を

バランスよく見ることは重要：都道府県･指定都市 教育課程研究協議会における文部科学省初等中等教育局情報教育･外国語教育課外国語教育推進室長による行政説明から） 

・ 自己評価及び相互評価は、学習活動の一環であること。 

・ １つの活動で、複数観点を見取ることは構わないこと。 

小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配付 

小学校外国語教科化に向けて、文部科学省 直山 木綿子 視学官 来県！ １ 

第１編 総説  第１章 平成 29年度改訂を踏まえた学習評価の改善 

        第２章 学習評価の基本的な流れ 

第２編 各教科等における「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順 

        第１章 国語・・・第 10章 外国語 

第３編 単元(題材)ごとの学習評価について(事例) 各教科・・・外国語 

 

直山木綿子 視学官 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

● 特に小学校の先生方にとっては、もしかしたら「そもそもパフォーマンステストって何か？」と、確認し

たくなる言葉かもしれません。誤解を恐れずに端的に表現すると「実技テストのようなもの」です。そこで

今回は、以下に簡潔に整理しましたので、各中学校での実践的な事例を参考に、まずはシンプルな形で取り

組んでみてはどうでしょうか。 

（１）パフォーマンス評価とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）例えば、どのようなものですか？(各校における児童生徒の実態がありますが、小学校の一例、イメージです) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そもそも「パフォーマンステスト(又は評価:以下特に指定のない場合には、便宜的にテストとする)」とは？ ２ 

○ 思考する必然性のある場面（文脈）で生み出される学習者のふるまいや作品（パフォーマンス）を手がか

りに、概念の意味理解や知識・技能の総合的な活用力を質的に評価する方法である。 

○ 狭義には、現実的で真実味のある(｢真正な<authentic>｣)場面を設定するなど、学習者のパフォーマンスを引

き出し実力を試す評価課題(パフォーマンス課題)を設定し、それに対する活動のプロセスや成果物を評価す

る、｢パフォーマンス課題に基づく評価｣を意味する。 

○ パフォーマンスの質を(熟達度)を判断する評価指針(成功の度合いを示す 3～5 段階程度の尺度と、各段階の認識

や行為の質的特徴の記述語や典型的な作品例を示した評価基準表)を  【チェック】ルーブリックという。 

※出典(抜粋)：2019.9 指導と評価(日本教育評価研究会)「特集パフォーマンス評価導入／パフォーマンス評価の提唱と拡大(京都大学准教授 石井英真) 

・ 観点３(主体的に学習に取り組む態度）は、観点２(思考・判断・表現)と一体的に見取ることが多いこと。 

・ 観点３(主体的に学習に取り組む態度)は、単元１時間目の新しい教材に対してのいわゆる「食い付き」（興味や関心）を評価

することではなく、単元１～２時間目などでは、見取ることは適切ではないこと。 

・ 小学校学習指導要領 p.157｢２ 内容[第５学年及び第６学年]｣の[知識及び技能]にける｢(1)音声の特徴やきまりに関する事項｣に

記されている｢音声｣の特徴を捉えて話すことについては、それ自体を観点別評価の規準としないが、ネイティブ･スピーカーや

英語が堪能な地域人材を活用したり、デジタル教材等を活用したりして適切に指導を行うこと。 

・ 各校で採択教科書と、これまで活用してきた「We Can!」との共通点及び相違点を整理すると具体的なイメージが湧くこと。

同じような言語材料の単元であれば、今までの教材研究が生きること。異なる部分を中心に準備するとよいこと。 

 

● なお、この参考資料につきましては、小中学校ともに、６月の暫定版（都道府県・指定都市指導主事連絡協議会版）につ

いては、各教育事務所又は市町村教育委員会等から、必要に応じて配付又は説明があったことと思います。

今後、１１月の暫定版（都道府県・指定都市教育課程研究協議会版）についても、情報提供できるように準備しているとこ

ろです。今後とも、できるだけ早い情報提供を続けますので、各校で適宜御活用ください。 

○ 「外国人に向けて自分が紹介したい日本文化を伝える(  【チェック】パフォーマンス課題におけるルーブリック)」 

視点１：単元固有の評価      視点２：プレゼンテーションそのものの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省の行政説明に合わせて、記載内容を修正している訳ではありません。 

※出典(抜粋)2019.9 指導と評価(日本教育評価研究会)「特集パフォーマンス評価導入／小・中学校英語におけるパフォーマンス評価事例(関西学院大学教授 泉 恵美子) 
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※各観点の取扱は 2019.12.3 の情報を基にしています。 


